

























































































































































































「危急」 災害 病気 応召 葬儀 婚儀























































































































1日 1 2-3日 1
2日 19 3-4日 9
3日 90 3-5日 1
4日 24 3-7日 1
5日 27 4-5日 1












甲賀郡下田村 親戚 5隣家 2
蒲生郡老蘇村 親戚 5隣家 3
愛知郡愛知川町 親戚 5隣家 2
坂田郡西黒田村 親戚 2-3隣家 2
高島郡新儀村 親戚 3隣家 1
高島郡安曇村 近親 4それ以外 2














































































運搬 地づき 棟上 壁塗り 屋根葺 家移り 手伝 計
親族 1 13 20 2 131 167
近隣 1 8 17 71 97
知己 7 9 1 50 67
村落 3 2 26 31
町内 1 3 4
不明 7 9 3 4 1 8 32
















野洲郡祇王村 2-3 1 1
甲賀郡下田村 4-5 2
栗太郡常盤村 数日

















































表 7では祝儀の金額を示した。いずれも 1人 1 円以上であり、3円の町村が最も多く、50
円と回答する村もある（蒲生郡島村）。比較のために同時期の滋賀県各町村における香典の金





























金額 町村数 金額 町村数
50円 1 1-15円 1
10円 4 3-5円 1
7円 2 2-5円 1
5円 14 1-5円 2
3円 18 3-4円 1
2円 5 1円以上 1









最低額 町村 最高額 町村
5銭 4 30銭 1
10銭 10 50銭 2
20銭 16 1円 18
30銭 14 1円50銭 1
50銭 63 2円 23
1円 56 2円50銭 1
1円50銭 1 3円 54
2円 13 3円50銭 1
3円 10 5円 47
5円 2 7円 5
8円 1 9円 1













一般 → 施主 施主 → 職人
酒 99 すし 9
現金 85 現金 8
縄 38 宴会・酒飯 2






饅頭・茶菓子 11 施主 → 一般
煮染・蒸物 10 宴会・酒飯 9
木材・竹材 10 現金 3
するめ 9 食事 2
野菜・鮮魚 7 赤飯 1
茶 4 饅頭 1































上層「親族、近隣は勿論其大字〔村落〕の殆ど全部 1戸 1 人宛当日（親族近隣は 2日乃
至 3日間）手伝をなす」。
中層「親族は勿論近隣知人は必ず 1戸 1 人以上 1日乃至 3日の手伝をなす」。

































































































































































50） 表 9 の「廃止・なし」、「集合のうえ儀式あり（廻礼廃止）」を合わせると全体の32％、これに「集合の
うえ儀式あり（廻礼有無記載なし）」を加えると45％になる。
51） 表 9 の「集合のうえ儀礼あり（廻礼あり）」、「同（親族のみ廻礼あり）」を合わせると全体の15％、これに「集
合のうえ儀式あり（廻礼有無記載なし）」を加えると28％になる。
52） 鈴木榮太郎『鈴木榮太郎著作集Ⅲ　家族と民俗』未来社、1971年、289頁（初出1935年）。
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年酒招待には、滋賀県学務部社会課「生活改善調査」を見る限り 2つの方法が存在した。
1つは実際に親族・近隣・知己などを招待して宴会を催す場合、もう 1つは廻礼の際に酒を
提供するにとどめる場合である53）。年酒招待「あり」は53町村にのぼり（表10）、具体的には
次のような記述である。
「親族知己隣保に三種の肴にて年酒を差出す」（甲賀郡南杣村）。
「酒其他魚 2、3 種を以て親族知己を招く」（愛知郡豊国村）。
38町村は親族間のみ年酒招待を実施しており、具体的には「適宜日を定め、近親者を招待
し、節会を行ひ年酒を出す」（蒲生郡馬淵村）、「籔入りとして自家より出たる縁付先を招待す
るに止め之れ特種の馳走をせず」（坂田郡鳥居本村）といった記述である54）。
「廃止・なし」と答えた町村は54を数える。年酒招待も廻礼と同様、生活改善による虚礼
廃止の機運のなかで消滅する場合があったといえる55）。また 9町村は年酒招待が行われるこ
とは「少ない」と回答した56）。このうち東浅井郡朝日村は「主として上流に行はれ、中、下流
53） 判明の限り、親族のみの参加を含めて宴会を催した形跡があるのが39町村、廻礼の一環として酒を提供
すると記入したのは11町村である。
54） この史料のように年酒招待を「節会」、「籔入り」と表現する場合がある。「節会」とは「節日の会食で、
この日は集まって大いに飲みかつ食べることは、古今都鄙を一貫した行事の中心であった」。柳田國男「年
中行事覚書」同『柳田國男全集16』筑摩書房、1990年、19頁。籔入り（籔入・養父入）とは「奉公人が親
元や宿に下って 1日をすごす」こと。竹内利美「やぶいり」日本民族学協会編『日本社会民俗辞典 4』誠
文堂新光社、1959年、1492頁。「節会」は蒲生郡桐原村、宇津呂村、馬淵村、愛知郡秦川村、犬上郡多賀村、「籔
入」は蒲生郡鎌掛村、犬上郡南青柳村、坂田郡鳥居本村の記述に登場し、概ね滋賀県湖東地方の村である。
55） なかでも以下の 3町村は、「大正11年規約を以て廃止せり」（愛知郡稲村）、「近来廃滅」（野洲郡守山町）、
「4、5 年前より」廃止（坂田郡入江村）のように、ごく最近になって廃止したことを記しており、民力涵
養運動による可能性が高い。
56） 「近来取止め多し」（蒲生郡東桜谷村）、「近年行ふもの少なし」（同郡西大路村）といった記述を年酒招待 
「あり（少ない）」とみなした。
表10　年酒招待（1922-23年の滋賀県各町村）
単位：町村
あり 53
あり（親族のみ） 38
あり（使用人・小作人） 10
あり（商家のみ） 3
あり（少ない） 9
廃止・なし 54
計 167
出典：前掲滋賀県学務部社会課「年中行事中
主なる事項　生活改善調査」。
注：　「-」とのみ記入した21町村はいずれに
もカウントしていない。
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間に於て漸次に廃止の傾あり」と、上層ほど年酒慣行が残存するという階層差を指摘してい
る。
表10の年酒招待「あり（使用人・小作人）」とは、使用人・小作人などを招待して宴会を
催すものであり、次のような記述がある。
「地主なれば小作人招待して年酒をなす。商人なれば出入の者を招待して年酒をなす」
（栗太郡大石村）。
「使用人（出入人）を招待し粗食粗酒を出す」（蒲生郡八幡町）。
「近親及店員の父兄を招待するものあり」（蒲生郡北比都佐村）。
「陶業者は其使用人（職工等）を招き、簡単なる酒宴をなすものあり」（甲賀郡長野町）。
それぞれ小作人、使用人、および「店員の父兄」が地主、商人から招待を受けている。信楽
焼の産地である甲賀郡長野町では陶業の職工が招かれている。支配下、保護下にある者を年
酒招待するという「温情」が付与されることによって、先行研究の言う「支配体制」の「構
造化」、「保護奉仕」の「関係の持続強化」がはかられたものと解釈できる。
こうした正月における「温情」行為について、別の史料をみておこう。1928年12月、神崎
郡のある村落では、年末の小作料（小作米）納入を前に、小作人から小作料の減額が要求さ
れていた。これに対して地主は要求を受け入れない代わりに、「例年行ふ小作奨励会を特に
盛大に行ふ事」で「円満解決」をはかった。小作奨励会は1929年 1 月23日に開催され、小作
人59名は「福引景品の引換をなし」、「和気愛々裏に一堂退散せられた」57）。新年における「温
情」、すなわち「福引景品の引換」は、小作人の不満を緩和させる機能を果たしていた58）。
5 　おわりに
本稿では近代日本の「むら社会」（村落社会）における相互扶助慣行とつきあい関係につい
て検討した。具体的には滋賀県学務部社会課「生活改善調査」を用いて、1922-23年の県内各
町村の動向を包括的に捉えた。分析結果をまとめる。
2では相互扶助慣行全般について検討した。まず1920年代前半期において日常ではなく、
災害・病気・応召といった「非常」時に扶助が現出すると回答した町村が多いことを示し
た。具体的には、非常事態を受けて「農事手伝」や被災直後の「後始末」が行われていた。
関連して、「田植・収穫」は「通常」よりも「非常」時に手伝うと回答した町村の方が多く、
1920年代前半期において「田植・収穫」の共同が必ずなされるわけではなかったことが想起
される。相互扶助慣行として葬儀を挙げる町村が多く、親戚に先んじて近隣が葬儀を扶助す
57） 大字躰光寺『区長日誌』1928年度（J3）。景品の中身は不明。なお翌年の小作奨励会における景品は「茶
吞、茶碗」。同『区長日誌』1929年度（J16）。
58） 正月に関する記述はないが、庄司俊作は1910年代後半の小作人に対する地主の「温情」の具体例を整
理しており参考になる。庄司俊作『近代日本農村社会の展開─国家と農村─』ミネルヴァ書房、1991年、
34-37頁。
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る事例、会葬者の休憩所として近隣の家が提供される事例が見出せたが、地域などを限定す
る必要がある。さらに下層（貧困層）固有の相互扶助慣行が存在することも着目される。
3では民家建築をめぐる相互扶助慣行を分析した。まず「屋根葺き」に焦点が当てられる傾
向にあったなかで、1920年代前半期には地づき、上棟において相互扶助が現出すると回答し
た町村が多いことが判明した。職人による作業が中心となるなか、相互扶助は儀礼の側面が
強い場合もあれば、労働力として不可欠の場合もあり、親族、次いで近隣、知己が手伝いの
担い手であった。祝儀は酒、現金が多く、現金の場合、概して香典の最高額と同等である。
階層別にみると、上層ほど広範囲から手伝いを呼び集める事例と、上層ほど手伝いを拒否す
る事例の双方が存在した。
4では新年における廻礼、年酒招待をめぐるつきあい関係を検証した。その結果、国家の
政策（民力涵養運動）による生活改善、虚礼廃止を一因として、つきあいの方法が変化した
ことが判明した。すなわち、家どうしが個別的に廻礼する方式から、一定の場所に集合し、
儀礼を実施する方式への転換である。過疎化や都市化によって村落の習俗が変容することは
知られているが、本稿では国家の政策を契機とした習俗変化を捉えた。ただし、こうした変
化は32-45％程度の町村にとどまる点もまた着目される。加えて年酒招待では小作人、使用
人、「店員の父兄」、職工などを地主、商人等が招待する事例が存在した。こうした「温情」
は「支配体制」の「構造化」、「保護奉仕」の「関係の持続強化」を意味するものと解釈し得
る。
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